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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 長根　實様～本日内科診察実施しています。胸部レントゲン検査の結果は異常なく肺炎は否定されましたが、時折みられる発熱は尿路感染症が疑われるとの事で尿検査の指示が出ています。

· 本日、中村　松五郎様に介護認定調査がありました。来週は清川　トミ様の調査に入ります。

· 回想法時、周囲のスタッフも患者様に声掛け・誘導・椅子の準備をお願い致します。特定の患者様は参加できていますが、出来ていない患者様もいる為、スタッフを変えて誘導していきましょう。

· 明日は（１１/３）病院の創立記念日です。日程を再度各自で確認しておいて下さい。

＜皮膚科診察＞

· 長坂　才次郎様～右臀部に褥瘡あり、アズクロ塗布の指示あります。

· 中村　松五郎様～右膝腫脹・熱感継続（以前よりは軽減）して見られています。三上先生より皮膚科診察をしてもらうように指示あり皮膚科診察行っています。結果、右膝擦過傷からの感染とのことでアズクロ塗布、抗生剤、解熱鎮痛剤２日分処方となっています。内服薬は飲みきり止め、軟膏処置は継続です。

· 藤田　金弘様～皮膚科診察の結果、疥癬でした。全身にＢＢオイラックス塗布、六＋Ｏハップ入浴継続です。

＜褥瘡状態評価・検討＞

· 奥利　うめ様～褥瘡部は表皮形成されほぼ乾燥してきています。体位変換のケアプランを継続していきましょう

· 橋本　万様～現在、仙骨部に褥瘡ありますが、状態に変化が見られません。日中はできるだけトイレで排泄出来るようにし褥瘡部位の排泄物による汚染を防ぎましょう。

· 長坂　才次郎様～臀部に表皮剥離あり、日中車椅子から下りる時間をつくり臀部の圧迫、摩擦を防ぐ。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

大久保　まつゑ様～現在経管栄養から、経口摂取に切り換えています。アイゾジェンにトロミをつけて摂取して頂いていますが、本人の食欲にムラがあるようです。普通の食事がしたいのか、他患者様の食事を見てはお膳を持って行こうとされる事あります。経口摂取はむせ込みなくスムーズなので、ミキサー食等であれば摂取可能と思われます。現在の栄養ドリンクから食事への移行をＤｒに相談していく事とします。

高森　清八様～　現在アイソジェン４Pのトロミ食、昼食時はトロミミキサー食（300㌔㌍）を摂取して頂いています。最初に比べ拒否的となることは少なくなり、現在は自分でスプーンを使用し摂取出来ています。咀嚼は充分ではありませんが、むせ込みなく摂取出来ています。現在の栄養ドリンクから食事への移行をＤｒに相談していく事とします。

